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研究成果の概要（和文）：本研究では、内受容感覚の鋭敏さ、種々の認知機能のパフォーマンス、感情認識能
力、これらを支える神経基盤について検証し、内受容感覚と認知機能の関連性を理解することを目指した。加齢
に伴う認知機能と感情の変化に焦点を当て、この目的にアプローチした。50代から70代の参加者に対して、内受
容感覚の鋭敏さ、表情認識能力、注意機能、記憶機能を測定する課題を実施した。さらに機能的MRIおよび頭部
構造MRIを撮像し、神経基盤との関連性も検討した。若年者と同様、内受容感覚と感情との関連性が見いだされ
たが、ワーキングメモリ機能やエピソード記憶との間に明らかな関連性を見出すことはできなかった。

研究成果の概要（英文）：The research aimed to understand the relationship between interoceptive 
accuracy, cognitive functions, emotion recognition and neural mechanisms underlying these 
processing. We focused on age related changes in cognitive functions and emotion for this purpose. 
Participants from 50s to 70s were involved the research and completed some tasks regarding 
interoceptive accuracy, emotion recognition, attention and memory. Also, we took their functional 
and anatomical MRI and examined the association between behavioral performance and its neural 
mechanism. Though we found the association between interoception and emotion similar to younger 
population, clear associations between interoception and some cognitive functions, such as working 
memory or attention, were not observed. 
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１．研究開始当初の背景 
心と、物理的存在である脳と身体がどのよう

に結びついているのかという問いは、哲学や

心理学における普遍的なテーマである。近年

では、身体内部環境の受容によってもたらさ

れる感覚を内受容感覚と定義し、この感覚の

処理過程と神経基盤を明らかにすることに

よって、感情を生み出す心・脳・身体の関係

を統合的に理解しようという試みが行われ

てきた。しかし、この３者の有機的な結びつ

きは、感情という側面のみならず人間の様々

な認知機能を理解する上で重要であること

が予測されるにもかかわらず、その検証はほ

とんど進められていないのが現状であり、実

証的な研究が待たれていた。申請者はこれま

で、内受容感覚というキーワードから理解す

ることを試みてきた。身体内部で起きている

変化を感じ取れることが、感情の経験時の覚

醒度の認識を促進することを明らかにした 

(寺澤ら、2010)。また自己の感情への気づきが

鋭敏な個人においては、内受容感覚の神経基

盤と考えられる右島皮質前部の活動が高ま

る一方で、この領域への損傷が感情経験の低

減をもたらすことを明らかにした(Terasawa 

et al., 2013)。これらのデータから、内受容感

覚が人間の感情経験のメカニズムを解き明

かすための鍵となる概念であることを示し、

その神経基盤として島皮質の重要性をクロ

ーズアップしてきた。 

 
２．研究の目的 
本研究では、記憶や推論などの認知機能に及

ぼす内受容感覚の影響を、島皮質の活動に着

目することで検証した。その方法として、

様々な認知機能に関する課題、感情認識課題、

内受容感覚の鋭敏さなどのパフォーマンス

と思考のパターンを表す人格傾向、さらに島

皮質の機能的、解剖学的特徴を精査し、身体

内部環境に由来する情報を利用することが、

我々の認知機能の向上に役立っているのか

を検証することを目的とした。 

 
３．研究の方法 
本研究では、主に 3 つのプロジェクトを実施

した。(1)右島皮質損傷による感情認識・認知

機能内受容感覚の変化、(2)50 代、60 代を対象

とした内受容感覚と感情認識、認知機能の関

連性、(3)加齢に伴う島皮質の変化と記憶機能、

感情認識および内受容感覚との関連性。いず

れのプロジェクトにおいても、内受容感覚の

鋭敏さ、および表情認識の精度については、

共通の課題で測定したので、以下にその方法

を述べる。 

 

内受容感覚の鋭敏さの計測方法 

いずれの課題においても使用した内受容

感覚の鋭敏さを測る課題は、Schandry (1981)

に倣ったものである。この課題では、一定時

間の間に実験参加者がその時間内に心拍の

動きを「感じた」と報告した回数と、心拍計

や心電計を用いて記録した心拍の回数の間

の乖離の程度を評価するものである。乖離が

小さければ小さいほど鋭敏な内受容感覚を

持っていると評価する。 

 

感情認識の精度の測定課題 

この課題では、無表情と怒り、悲しみ、嫌

悪、喜び表情の画像を用いて、それぞれの表

情と無表情の間の 10 段階からなるモーフィ

ング画像を作成した。図 1 は無表情と怒り画

像を用いたモーフィング画像の例である。こ

のように作成した 40 種類の画像をランダム

な順番で 5 度ずつ提示し、実際に画像が表し

ている感情を認識するために、どのくらい強

い表情が必要であるのかを調べ、表情認識を

生じさせる“閾値”の測定を行った。この閾

値が低いほど（図 1 においては１に近いほど）

表情認識の精度が高いと評価した。 

 



 

図 1 表情認識課題の刺激の例 

 

以下は、それぞれのプロジェクトの方法につ

いて報告する。 

 

(1) 右島皮質損傷による感情認識・認知機能

内受容感覚の変化 

右島皮質前部から中部にかけて、損傷を持つ

3 名の症例および同年齢対照群を対象として、

認知機能、表情認識の鋭敏さ、内受容感覚の

鋭敏さを調べた。島皮質前部・中部とこれら

の機能の関連性を検討した。 

 

(2) 50 代、60 代を対象とした内受容感覚と感

情認識、認知機能の関連性 

20 名の 50 代、60 代の男性を対象として、表

情認識課題、内受容感覚の鋭敏さを測る課題、

不安および鬱傾向を測定する質問紙を実施

した。これらのデータの関連性について検討

した。 

 

(3) 加齢に伴う島皮質の変化と記憶機能、感

情認識および内受容感覚との関連性 

60 代から 70 代の男女 40 名を対象として、記

憶課題遂行時および安静時のファンクショ

ナル MRI および構造 MRI の撮像を行った。

その後、別室にて、詳細な注意機能検査や記

憶機能検査を実施した。併せて、内受容感覚

の鋭敏さ、表情認識の精度を測定する課題を

実施した。すべての課題の成績および脳画像

を分析し、加齢に伴う脳の変化が、内受容感

覚や認知機能、感情認識能力に及ぼす影響に

ついて包括的に検討した。 

 
４．研究成果 

３つのプロジェクトにわけて、それぞれの成

果を以下に報告する。 

 

(1) 右島皮質損傷による感情認識・認知機能

内受容感覚の変化 

右島皮質損傷例では、いずれも感情認識の精

度に低下があることが分かった。従来の研究

では、嫌悪感情に特異的な低下がみられるこ

とが報告されていたが、本研究ではこのよう

な結果は得られなかった。本研究では、怒り、

嫌悪、悲しみについては対照群よりも、感情

認識の閾値が上昇している、すなわち鈍化し

ていることがわかった。内受容感覚の鋭敏さ

も 3 名中 2 名で顕著に低下していた。いずれ

の症例においても、記憶や知能に著しい低下

は見られなかったが、ウィスコンシンカード

分類課題で調べた前頭葉機能に低下がみら

れた。しかし、この結果は 3 名とも損傷領域

に右前頭葉背外側部が含まれるため、島皮質

に由来するものであるかは慎重な検討を要

す る 。 本 研 究 の 結 果 は 、 Frontiers in 

Psychology に掲載された。 

 

(2) 50 代、60 代を対象とした内受容感覚と感

情認識、認知機能の関連性 

若年者に比べて、50 代、60 代では内受容感覚

の鋭敏さが低いことが明らかになった (図 2)。

また、これに関連して、怒りと嫌悪の認識の

精度の低下がみられた(図 3)。本プロジェクト

の結果は、2 つの国際学会において発表をし

た。そのうちの一つは、内受容感覚に関する

第一線の研究者が密な議論を行う会議であ

ったが、本研究の結果は注目を集めた。 

 

図２ 内受容感覚の鋭敏さと加齢の関係 

 



 

図３表情認識の精度と加齢の関係 

 

(3) 加齢に伴う島皮質の変化と記憶機能、感

情認識および内受容感覚との関連性 

 

本プロジェクトの結果の詳細は現在解析中

である。これまでに得られた結果として、図

４に示したように、島皮質の灰白質のボリュ

ームと怒り表情の認識精度の間には負の相

関関係があった。すなわち、怒りの認識の低

下と島皮質灰白質の減少の間に関連性を見

出すことができた。一方、内受容感覚の鋭敏

さと島皮質のボリュームの間には、明確な関

連性は見いだせなかった。 

 内受容感覚と記憶機能の関連については、

ワーキングメモリおよび短期記憶に関する

課題の成績との間には関連性がみられなか

った。一方、共同研究として実施した内受容

感覚と展望記憶課題の間には、関連性がみら

れており、記憶機能と内受容感覚の関連性に

ついては、さらなる検討が必要である。記憶

課題実施中の fMRI データと併せて、今後詳

細な検討を行う予定である。 

 

図４ 怒り表情の認識と島皮質ボリューム 

 

本研究において、当初は推論と内受容感覚

の関連性を検討する予定であったが、推論過

程を定量的に表現する適切な課題の開発が

順調に進められなかった。この点については

今後の課題としたい。 
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